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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はヌクレオソームDNAに結合し、転写活性クロマチンと関連している。類似タンパク質HMG17とともに、このコードされるタンパク質は転写遺伝子周囲のオープンクロマチン構造の維持に関与している可能性がある。[RefSeq提供、2011年8月],機能：ヌクレオソームDNAの内側に結合し、DNAとヒストンオクタマーとの相互作用を変化させる。転写遺伝子を固有のクロマチン構造に維持するプロセスに関与している可能性がある。RPS6KA5/MSK1およびRPS6KA3/RSK2によるヌクレオソームヒストンH3およびH2Aのリン酸化を阻害する。,質量分析：PubMed：10739259,PTM：Ser-21およびSer-25のリン酸化はヌクレオソームへの結合を弱め、H3のリン酸化速度を増加させる（類似性による）。リン酸化は細胞質への局在を促進する。,RNA編集：部分的に編集される。5'-UTRに単一のウリジンが挿入されることで、新たな開始メチオニンが生成され、N末端が45アミノ酸長くなる。RNA編集バージョンの存在は、そのバージョンに特異的な以下のペプチド（23～31番および40～48番）のMS/MSによる直接タンパク質配列決定によって裏付けられている。RNA編集バージョンはET-HMGN1と呼ばれる。,類似性：HMGNファミリーに属する。,細胞内局在：リン酸化により細胞質に濃縮される。RNA編集バージョンは核に局在する。,
	研究分野
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	HMG14（リン酸化Ser21）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	HMG14（リン酸化Ser21）抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HMG14（リン酸化Ser21）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

